平成19年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第４回理事会　議事録

日　時　平成１9年10月20日（土）　９：００～１７：００
場　所　東京都　旭化成建材㈱本社

出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）、齊藤（青森）、媚山（北海道）、

齋藤（秋田）吉岡（東京）、鈴木（千葉）、山崎（栃木）、伊藤（三重）、

苅谷（岐阜）、大井（滋賀）、益田（山口）、玉城（沖縄）

欠席者　なし

オブザーバー　鋼構造出版（田中）

議事録作成　　玉城（沖縄）

（司会進行）上柿副会長

１．開　　　会

２．出席者の確認

３．会 長 挨 拶（米森会長）

現行体制も2年任期の終盤を迎え、理事会開催も残すところ2回となった。私自身、さまざまな構想を抱き、理事の皆さんの協力のもと諸事業を推進してきたが、組織とは、そこに属する者同士が直接言葉を交わすことが重要だと改めて実感した。メールをはじめ情報伝達に便利なツールは存在するが、直接言葉を交わすことで初めて相手を理解できることがある。理事の皆さんも各地域で会話を重視していただき、全青会本部の事業内容の一層の周知を図っていただきたい。

６月20日の改正建築基準法の施行によって建築確認が下りづらい状況が続いており、ファブ各社の山積みにも影響がでている。今後の動向を注視していく必要がある。

４．前回理事会以降の本部活動の報告と連絡事項（米森会長）

１）溶接欠陥サンプルの購入ほか

8月下旬に全構協の橋本常務理事を介して日本溶接構造専門学校の岡本晴仁主席教授から会談の申し入れがあり、お会いした。相互で協力できることがあれば推進していきたいとのお話だった。また、同校の母体である日本溶接技術センターから溶接欠陥サンプルを２セット購入するにあたり、第2回全国会長会議の席で、同サンプルの詳細および同センター実施の教育事業等について説明をいただくことになった。
２）溶接体験実習

構造設計士を対象とした溶接体験実習の企画・運営案を全構協にまとめていただき、全構協事業としてスタートする方向で動いている。

３）フリードーナツに関わる寄付金

旭化成建材㈱より全青会活動に対する支援をいただいているが、これは販売に対するリベートではない。「フリードーナツ」の開発者である㈱イシハラの石原社長が当会ＯＢということもあり、純粋に青年部支援のための寄付をいただいているということ。全国で誤解もあるようなので、認識の徹底を図ってほしい。

４）鉄骨需要拡大事業に関する日本鉄鋼連盟（鉄連）訪問

鉄連に永田氏（新日鉄建材事業部）、白鳥氏、入澤氏（ともに市場調査・開発本部）を訪ね、鉄骨需要拡大（一般住宅の重量鉄骨化）事業の概要を説明した。鉄連では数年前に学校施設のＳ造化を推進した経緯があり、本事業に対する助言をいただいた。一般ユーザーの鉄に対する認識は低く、住宅＝木造の固定観念を覆すのも大変なことだが、たとえ１％でも鉄骨に変えることができれば建築棟数が多いだけに大きなメリットをもたらす。広報活動を進めていきたい。

５．各ブロック助成金事業について（活動報告はホームページに掲載）

１）新規申請

中部ＢＣ・伊藤理事より平成19年11月10日開催予定のブロック研修会「接合部の力学挙動と鉄骨製作」に対する助成金申請があり、全会一致で承認された。

２）事業実施報告

（１）北海道ブロック（報告者＝媚山監事）
平成１９年９月２１日に「全国大会分科会」勉強会開催。出向理事＝大井監事

（２）中国ブロック（報告者＝益田理事）
平成１９年９月１日に労働安全セミナーと全国大会実行委員会を開催。出向理事＝松下副会長
（３）四国ブロック（報告者＝松下副会長）
平成１９年１０月１３日に「四青連の将来について」討論会開催。出向理事＝玉城理事
（４）九州ブロック（報告者＝玉城理事）
平成１９年１０月６日に「決算書の見方～経営者の心得～」講演会開催。出向理事＝山崎理事
――以上報告に続き、研修会報告書の書式統一を改めて申し合わせた。
６．全国大会岡山大会の中間報告
益田理事より次期全国大会（平成20年4月12日、於：岡山市「岡山プラザホテル」）の運営準備について以下の報告があった。

１）基調講演は東大阪の「まいどのおっさん」で現在調整中

２）協賛企業依頼リストを広島県担当で作成中。
３）総会から懇親会までを同ホテル内で行う。

４）本部理事への依頼事項は、次回理事会の席で発表する。
７．ワーキンググループ討議
各ＷＧ担当者が集まり、前回理事会以降の事業の進捗をまとめる作業を行った。
８．ワーキンググループ発表
１）行政及び対外交流ＷＧ
① 行政交流事業（齋藤副会長）

親会を通じて行政へアプローチを図るのが基本方針。業界の情勢を考えると、建築確認申請の問題に対して陳情や意見交換を行う必要性を感じている。
② 親会との位置付け調査（益田理事）

９月５日に全国各都道府県の会長宛にアンケートを配信し、10月17日に全てを回収。データとしてまとめた。より見やすい、視覚にうったえる形にして全国会長会議の席でフィードバックする。一部誤った認識による回答があるので、訂正作業を進める。
③ ｢産官学事業へのアプローチ｣（玉城理事）

8月20日に開催された福岡県建築鉄骨協議会に米森会長、松下副会長、玉城理事の3名が、オブザーバー参加を行った。福岡県は「産・官・学」が一体となり組織化された会が、定期的に運営されている全国的に見ても先進的なところである。

関係諸団体との交流という点からも全青会が昨年から取組んでいる事業である設計者との交流や鉄骨需要拡大とも関連性があり、今後各地区で、この様な関係諸団体との交流がなされているか確認することが提案された。

4 「全青会顔写真入り名簿作成」（媚山監事）

　各ブロックの会員名簿等を参考にし、書式案づくりを行う

　会員名簿作成スケジュールについて継続的に検討

２）設計交流ＷＧ
① ジャーナルでの「鉄骨１１０番」の掲載（鈴木理事）

９月より隔週でスタートし、これまでに計３回掲載したが、取り置き分がなくなっている。次回もＪＳＣＡ千葉の園部氏に回答を依頼する予定だが、質問事項が集まっていない。取り急ぎ次回分は私がまとめ、メールにて配信するので、各理事には確認を願いたい。「ファブの素朴な質問」については引き続き松下副会長を中心に募っていく。

② 工作しやすい鉄骨設計・第３版（吉岡理事）
すでに発行され、書店でも購入できる。日本鉄鋼連盟が年内に全国４会場で同講習会を開催するので理事の方々は可能な限り参加していただきたい。全構協としての勉強会は、同講習会が終了した後になる。
③ＪＳＣＡとの交流進捗状況（松下副会長）
全国各県の青年部会とＪＳＣＡの交流進捗状況をまとめてみた。活発に推進している県・地域と、そうでないところとで二極化している印象。ジャーナルの記事ベースでまとめているので、訂正があれば申し出てほしい。

３）工数監理ＷＧ
① 溶接体験実習（齊藤（拓）理事）
実習のポイントをまとめた手引書を全構協にまとめていただいた。これをもとに各地での実行を呼びかけていきたい。奈良では10月19日に県独自で実施した。県単位、あるいは県を２分割するなど小規模なかたちの方が、設計者が足を運びやすいとの声もあるので、方向性を今後検討していきたい。
② ファブ主導の特記仕様書（伊藤理事）
中部ブロックが作成している特記仕様書の中間報告をおこなった。内容的にファブにとって不利益になるような内容は削除していく予定。大手設計事務所に採用してもらうのは難しい見込み。三重ではやや行き詰まりの感があるので、メーリングリストで全国に配信して意見を募るとともに、構造設計士にも見解を求めたうえでまとめの作業に入りたい。
※米森会長から一言

「業界にとっての有利・不利に関わらず、記入すべきことは記入することが必要だと思う。守るべきことを守る内容でないと、対外的に受け入れられない可能性もある」

③ 余剰材管理利用（大井監事）
インターネットを活用した余剰材（Ｈ形鋼）共有化の基本イメージを提示、説明を行った。具体化にはシステム製作料として60万円。管理費として年間1万2000円の経費が発生する。制作料の分割払いの可否を調べるとともに、取り扱い品種を拡大した際の費用負担を調査する。年間予算には計上されていないので①協賛メーカーを募る②親会に事業を移管する――などの方法も検討していきたい。
④ 全国青年部の新会員獲得事業アンケート調査（上柿副会長）
当日までに回答があったのは47都道府県のうち23。各青年部の取り組み・傾向は①対象者に電話を入れたり、直接会って入会を促す「ローラー作戦型」②入会メリットを高める「価値型」③会員間の親睦に存在意義を見出す「懇親型」の３つに大別される。次回の全国会長会議の席でフィードバックする。

４）総務ＷＧ
① 全青会ホームページ
10月18日に最新版に更新した。ＨＰ維持・更新には年間６万円の費用が生じている。来年３月31日でサーバの契約が切れるのでその後の対応を検討いただきたい。現状のサーバの容量は300MB、わずかの費用差で20GBのものに変更できる。

全会一致で現行サーバの更新を承認。

９．全国会長会議の運営

松下副会長から提出されたスケジュール案を基に、運営詳細を以下の通り決定した。

開催場所：パシフィコ横浜 ４階会議室（414・415号室）
開催時間：９：００～１３：００
参 加 者：会長以外の出席も可とする。（参加者を各ブロックで把握し、10月末までに報告する。名簿作成は松下副会長が担当）

総合司会：上柿副会長
会議形式：10テーブルに分かれての分科会とする。（各テーブルに三役を除く理事1名が着く）
議　　題
1 アンケート分析結果報告（担当＝益田理事・齊藤理事）

2 「会員拡大」『ブロック間交流』（担当＝上柿副会長）

3 後継経営者研修フォロー事業（担当＝上柿副会長）

4 「溶接欠陥サンプル」について（担当＝米森会長）
以上①～③を各テーブルで話し合い、昼食時に結果を発表することとする。

-------------関東ブロックとの合同研修として、旭化成建材ショールームを見学-------------

1 ファブラックスＧ、イーカプラー、フリードーナツ、ＡＬＣ等の商品説明

１０、次回理事会開催

平成１９年１２月８日（土）

　　　　　　岡山県岡山市にて開催予定

　　　　　　案内については後日連絡

１１.閉　会
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